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3 平成30年度臼杵市よりよいまちづくりアンケート調査結果

本調査の「①調査期間」「②調査対象」「③調査方法」「④調査結果の活用」「⑤留意点」「⑥回収率」は以下のとおりです。

1.調査概要

項目 内容

①調査期間 平成30年6月27日（水）～一次締切：平成30年7月13日（金）～最終締切：平成30年7月20日（金）

②調査対象 20歳以上の市民2,000人

③調査方法 調査票を郵送で配布し、郵送で回収（郵送法）

④調査結果の活用
第2次臼杵市総合計画に掲げる取組（施策及び事業）の評価
行財政活性化推進委員会などにおける参考資料

⑤留意点
調査結果は実数あるいは百分率で表示しています。
百分率は、小数点第2位を四捨五入しているため、比率が100％と一致しない場合があります。
二重回答や判読不能の回答などは、無回答に含めています。

⑥回収率

44.7％（＝（回答者893件÷対象者2,000件）×100）※過年度の回収率の推移は以下；

【ご参考】 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

抽出数 1,600 3,000 2,000 2,000 3,000 2,000 2,000
返送数 － － 8 12 23 12 7
回収数 492 963 575 521 1,331 796 796
回収率 30.8% 32.1% 28.9% 26.2% 44.7% 40.0% 39.9%

【ご参考】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

抽出数 2,000 4,000 2,000 2,000 2,000 2,000
返送数 18 11 8 9 12 11
回収数 640 1,604 886 908 882 893
回収率 32.3% 40.2% 44.5% 45.6% 44.4% 44.7％



2.回答者の属性

4 平成30年度臼杵市よりよいまちづくりアンケート調査結果

（※「問3.あなたご自身について」の結果です。）



5 平成30年度臼杵市よりよいまちづくりアンケート調査結果

「問3.あなたご自身について」のうち「性別」「年齢」「家族構成」の結果は以下のとおりです。

2.回答者の属性

性別 年齢 家族構成

n=893 n=893 n=893

アンケート回答者の性別は、女性が
54.3％、男性が41.9％となっています。

アンケート回答者の年齢は、60歳代が
27.0％ともっとも割合が高く、次いで、70歳
以上が26.3％となっており、60歳以上の
割合が全体の半数以上を占めています。

アンケート回答者の家族構成は、2世代が
34.0％ともっとも割合が高く、次いで、夫婦
のみが33.7％となっています。

①男性
374 

41.9%

②女性
485 

54.3%

無回答
34 

3.8%

①20歳代
49 

5.5%
②30歳代

70 
7.8%

③40歳代
120 

13.4%

④50歳代
132 

14.8%
⑤60歳代

241 
27.0%

⑥70歳
以上
235 

26.3%

無回答
46 

5.2%

①一人

暮らし
82 

9.2%

②夫婦

のみ
301 

33.7%

③2世代
304 

34.0%

④3世代
97 

10.9%

⑤その他
79 

8.8%

無回答
30 

3.4%



6 平成30年度臼杵市よりよいまちづくりアンケート調査結果

「問3.あなたご自身について」のうち「お住まい」「居住年数」「通勤・通学先」の結果は以下のとおりです。

2.回答者の属性

お住まい 居住年数 通勤・通学先

n=893 n=893 n=893

アンケート回答者のお住まいは、持ち家が
80.1％ともっとも割合が高く、次いで、ア
パートが8.0％となっています。

アンケート回答者の居住年数は、20年以
上が60.0％ともっとも割合が高く、次いで、
10～20年未満が16.0％となっています。

アンケート回答者の通勤先は、臼杵地域
が30.8％ともっとも割合が高く、次いで、大
分市が10.5％となっています（無回答を除
く）。

①臼杵地域
275 

30.8%

②野津

地域
47 

5.3%

③大分市
94 

10.5%④津久

見市
29 

3.2%

⑤豊後

大野市
8 

0.9%

⑥佐伯市
11 

1.2%

⑦その他
27 

3.0%

無回答
402 

45.0%

①持ち家
715 

80.1%

②借家
48 

5.4%

③アパート
71 

8.0%

④社宅・寮
7 

0.8%

⑤その他
26 

2.9% 無回答
26 

2.9%

①1年未満
24 

2.7%
②1-5年未満

83 
9.3%

③5-10年
未満
81 

9.1%

④10-20
年未満

143 
16.0%

⑤20年
以上
536 

60.0%

無回答
26 

2.9%



7 平成30年度臼杵市よりよいまちづくりアンケート調査結果

「問3.あなたご自身について」のうち「職業」「雇用形態」の結果は以下のとおりです。

2.回答者の属性

職業 雇用形態

n=893 n=355

アンケート回答者の職業は、会社員（派遣契約社員含む）が
29.8％ともっとも割合が高く、次いで、無職（高齢によるもの）が
24.2％、専業主婦・主夫が12.7％となっています。

アンケート回答者のうち職業が「農林水産業（販売収入を得るも
の）」「自営業（農林水産業以外）」「会社員（派遣契約社員含む）」
と回答した方に雇用形態を尋ねた結果、正規社員が49.9％ともっ
とも割合が高く、次いで、パート・アルバイトが17.2％となっていま
す。

①会社

役員
49 

13.8%

②正規

社員
177 

49.9%

③契約

社員
24 

6.8%

④派遣

社員
3 

0.8%

⑤嘱託

社員
12 

3.4%

⑥パート・

アルバイト
61 

17.2%

無回答
29 

8.2%

①農林水産

業（販売収入

を得るもの）
25 

2.8%
②自営業

（農林水産

業以外）
64 

7.2%

③会社員

（派遣契約

社員含む）
266 

29.8%④公務員
50 

5.6%

⑤専業主

婦・主夫
113 

12.7%

⑥大学生
5 

0.6%

⑦無職（求

職中含む）
28 

3.1%

⑧無職（高齢

によるもの）
216 

24.2%

⑨その他
84 

9.4%

無回答
42 

4.7%



8 平成30年度臼杵市よりよいまちづくりアンケート調査結果

「問3.あなたご自身について」のうち「住所（旧小学校区）」の結果は以下のとおりです。

2.回答者の属性

住所（旧小学校区）

旧小学校区別の「アンケート調査の回答数」 と「実際の人口」を比較すると、概ね同じ割合となっています。
「アンケート調査の回答数」は⑩市浜20.6％ともっとも高い割合となっており、次いで⑦臼杵13.2％となっています。

*1：アンケート調査の対象者抽出は平成30年6月1日時点の人口データに基づいています。

旧小学校区
実際の人口*1 アンケート

人口 割合 回答数 割合

①佐志生 1,072 2.7% 27 3.0%

②下ノ江 1,381 3.5% 28 3.1%

③海辺 2,682 6.9% 53 5.9%

④下北 3,307 8.5% 74 8.3%

⑤上北 1,181 3.0% 28 3.1%

⑥福良 2,905 7.4% 53 5.9%

⑦臼杵 5,045 12.9% 118 13.2%

⑧上浦 935 2.4% 21 2.4%

⑨深江 354 0.9% 8 0.9%

⑩市浜 8,028 20.6% 184 20.6%

旧小学校区
実際の人口*1 アンケート

人口 割合 回答数 割合

⑪下南 2,900 7.4% 71 8.0%

⑫南津留 816 2.1% 14 1.6%

⑬中臼杵 718 1.8% 15 1.7%

⑭宮本 65 0.2% 2 0.2%

⑮野津 2,471 6.3% 53 5.9%

⑯都松 621 1.6% 10 1.1%

⑰田野 951 2.4% 20 2.2%

⑱川登 1,191 3.1% 20 2.2%

⑲南野津 1,602 4.1% 32 3.6%

⑳戸上 795 2.0% 20 2.2%



3.各施策の必要度と満足度

9 平成30年度臼杵市よりよいまちづくりアンケート調査結果

（※「問1.市の取り組みについて」の結果です。）



10 平成30年度臼杵市よりよいまちづくりアンケート調査結果

各施策の必要度と満足度は、「強化領域」「検討領域」「見直し領域」「維持領域」の4象限で分析します。また、必要度の平

均値は2.29、満足度の平均値1.56です。

3.各施策の必要度と満足度

見直し領域

必要度が低く満足度が高い

維持領域

必要度と満足度ともに高い

検討領域

必要度と満足度ともに低い

強化領域

必要度が高く満足度が低い

平均より満足度が高く、必要
度が低いため、目的が達成
されていたり、サービスが過
剰供給になっていないかを
検証すべき領域です。

平均より満足度・必要度と
もに低いため、施策（事業）
のあり方や内容について
検討が必要な領域です。

平均より満足度・必要度ともに
高いため、今後もサービス水準
の維持が望まれる領域です。

平均より満足度が低く、必要度
が高いため、取り組みの強化
が望まれる領域です。

必要度
平均値2.29

満足度
平均値1.56

低い 必要度 高い

高
い

満
足
度

低
い



11 平成30年度臼杵市よりよいまちづくりアンケート調査結果

「問1.市の取り組みについて」における各施策の必要度と満足度を集計した結果、全55施策のうち5施策が必要度が高く

満足度が低い“強化領域”となっています。

3.各施策の必要度と満足度（市全体）

①身体と心の健康づくり

②医療・保健・福祉の連携

③安心して産み育てる

ための支援

④地域における子育て

環境の充実

⑤親育ち・家庭

教育の推進

⑥高齢者の生きがい

づくりへの支援

⑦介護保険制度

の円滑な運営

⑧障がいのある人の社会参加・就労支援

⑨生活の安定と

自立への支援

⑩安心安全で健康

な「食」の推進

①地域内交流・地域間連携

②「うすき暮らし」の推進

①防災に関する

組織の育成・強化

②防災・減災の

ための整備

③公共施設の

耐震化・防災

施設整備

④自主的な防災活動

及び防災教育の推進

①観光資源の活用・創出

による地域活性化

②歴史・文化遺産の活用に

よる観光産業の発展

③商業の経営基盤強化

及び中心市街地活性化
④地場企業の

育成・企業誘致

⑤雇用の確

保・就労支援

⑥農林業の経営基盤

強化と担い手育成

⑦「有機の里うすき」の実現

⑧安定的な水産業経営の実現

⑨うすきブランドの開発

と6次産業化の推進

①就学前教育の充実②基礎学力の定着と

向上及び環境の整備③幼（保）小中

高連携の推進

④学校と地域、家庭の連携の推進

⑤スポーツ

環境の充実

⑥スポーツで健康づくり・体づくり

⑦生涯を通じた学びの推進
⑧読書のまちづくりの推進

⑨市民の文化・芸術活動

の活性化及び伝承

⑩歴史・文化遺産

の保存、継承

⑪人権意識の高揚

⑫同和問題に対す

る正しい理解

①適正な道路整備及び

災害にも強い道路網

②公共交通の利便性の向上

③港湾の整備と活用

④まちづくりの計画的推進

⑤公園整備の促進

と適正な維持管理

⑥快適な住環境の確保

⑦安全な水の管理・提供

⑧生活排水処理対策・

浸水対策の推進
⑨情報基盤の整備

⑩広聴・広報機能の充実

①ゴミの適正処理・減量化の推進

②CO2削減に向けた

まちづくりの推進

③多様で健全な森林への誘導

④救急体制・消防力の充実

⑤防犯・見守り

体制の充実

⑥交通安全

対策の推進

⑦虐待（DV・子ども・高齢者・

障がい者）予防・対策

⑧安心安全な消費

生活の充実

1.10

1.25

1.40

1.55

1.70

1.85

2.00

2.15

1.70 1.85 2.00 2.15 2.30 2.45 2.60 2.75
*1:縦軸は満足度、横軸は必要度です。

*2:縦軸との交点は2.29（必要度の平均値）、横軸との交点は1.56（満足度の平均値）です。

◆ (1)健康福祉

■ (2)地域の絆

▲ (3)防災

× (4)産業・観光

＊ (5)学び

● (6)社会基盤

＋ (7)生活環境

＜見直し領域＞ ＜維持領域＞

＜検討領域＞ ＜強化領域＞



12 平成30年度臼杵市よりよいまちづくりアンケート調査結果

「問1.市の取り組みについて」における健康福祉分野の各施策の必要度と満足度を集計した結果、全10施策のうち2施策

が、必要度が高く満足度が低い“強化領域”となっています。

3.各施策の必要度と満足度（健康福祉分野）

①身体と心の健康づくり

②医療・保健・福祉の連携

③安心して産み育

てるための支援

④地域における子育て

環境の充実

⑤親育ち・家庭教育の推進

⑥高齢者の生きが

いづくりへの支援

⑦介護保険制度

の円滑な運営

⑧障がいのある人の

社会参加・就労支援

⑨生活の安定と

自立への支援

⑩安心安全で健康

な「食」の推進

1.10

1.25

1.40

1.55

1.70

1.85

2.00

2.15

1.70 1.85 2.00 2.15 2.30 2.45 2.60 2.75

*1:縦軸は満足度、横軸は必要度です。
*2:縦軸との交点は2.29（必要度の平均値）、横軸との交点は1.56（満足度の平均値）です。

＜見直し領域＞ ＜維持領域＞

＜検討領域＞ ＜強化領域＞

健康福祉分野に関する主な意見

• ほっと館での健康体操に参加したことがあ
るが、とても有意義で筋肉をつけることが
できよかった。

• 月1回笑いヨガに行っているが、会場の手

配が難しいと聞いたため、これまでのよう
に会場を貸してもらえるとありがたい。

• 医療の質的レベルを向上させてほしい。
• 夜間救急を充実させてほしい。
• 高齢者は病院に通うのが大変である。

• 子どもや高齢者に対する医療も必要です
が、働き世代の医療も必要である。

• 耳鼻科の病院が少ない。

など



13 平成30年度臼杵市よりよいまちづくりアンケート調査結果

「問1.市の取り組みについて」における地域の絆分野の各施策の必要度と満足度を集計した結果、必要度も満足度も高い

“維持領域”に1施策、必要度が低く満足度が高い“見直し領域”に1施策となっています。

3.各施策の必要度と満足度（地域の絆分野）

①地域内交流・地域間連携
②「うすき暮らし」の推進

1.10

1.25

1.40

1.55

1.70

1.85

2.00

2.15

1.70 1.85 2.00 2.15 2.30 2.45 2.60 2.75

*1:縦軸は満足度、横軸は必要度です。
*2:縦軸との交点は2.29（必要度の平均値）、横軸との交点は1.56（満足度の平均値）です。

＜見直し領域＞ ＜維持領域＞

＜検討領域＞ ＜強化領域＞

地域の絆分野に関する主な意見

• 用事があって出掛けたときに知らない人で
あっても一言あいさつを交わすことができ
るとよいと思う。

• 市外からの移住者が増えること（また、増
やすこと）もとても大切なことだと思う。しか
し、若者が市外に出て行かなくても、市内
で生活ができることの方がもっと大切であ
ると思う。

など



14 平成30年度臼杵市よりよいまちづくりアンケート調査結果

「問1.市の取り組みについて」における防災分野の各施策の必要度と満足度を集計した結果、全4施策が必要度も満足度

も高い“維持領域”となっています。

3.各施策の必要度と満足度（防災分野）

①防災に関する組織

の育成・強化

②防災・減災の

ための整備

③公共施設の耐震化・

防災施設整備

④自主的な防災活動及び

防災教育の推進

1.10

1.25

1.40

1.55

1.70

1.85

2.00

2.15

1.70 1.85 2.00 2.15 2.30 2.45 2.60 2.75

*1:縦軸は満足度、横軸は必要度です。
*2:縦軸との交点は2.29（必要度の平均値）、横軸との交点は1.56（満足度の平均値）です。

＜見直し領域＞ ＜維持領域＞

＜検討領域＞ ＜強化領域＞

防災分野に関する主な意見

• 野津地域は、地震のときも津波は来ないと
思うため、防災意識が希薄である。しか
し、自然災害はあるかもしれないため、
もっと関心を持つ必要がある。

• 水害に弱いまちであるため対策が必要で
ある。

• 台風による水害対策が必要である。

• 台風や大雨の時のダムの放流は、市民に
対してお知らせがないまま行われるため
増水して対応が遅れている。

• 水害が発生した場合、子どもや高齢者だ
けでも早く安心なところに避難させてほし
い。

• 避難所までの距離が遠いため、近くに避
難所がほしい。

• 防災無線が各家にないため不安である。

• 防災のアナウンスが聞き取りにくく不安を
あおるだけになっているため、ラジオなど
他の方法での情報発信を検討すべきであ
る。

• 津波が一番心配であるため、市民と職員
を守るため市役所の移転を検討すべきで
ある。

など



15 平成30年度臼杵市よりよいまちづくりアンケート調査結果

「問1.市の取り組みについて」における産業・観光分野の各施策の必要度と満足度を集計した結果、必要度が低く満足度

が高い“見直し領域”に3施策、必要度と満足度ともに低い“検討領域”に6施策となっています。

3.各施策の必要度と満足度（産業・観光分野）

①観光資源の活用・創出

による地域活性化

②歴史・文化遺産の活用

による観光産業の発展

③商業の経営基盤強化及び

中心市街地活性化

④地場企業の育成・企業誘致

⑤雇用の確保・就労支援

⑥農林業の経営基盤

強化と担い手育成

⑦「有機の里うすき」の実現

⑧安定的な水産業経営の実現

⑨うすきブランドの開発

と6次産業化の推進

1.10

1.25

1.40

1.55

1.70

1.85

2.00

2.15

1.70 1.85 2.00 2.15 2.30 2.45 2.60 2.75

*1:縦軸は満足度、横軸は必要度です。
*2:縦軸との交点は2.29（必要度の平均値）、横軸との交点は1.56（満足度の平均値）です。

＜見直し領域＞ ＜維持領域＞

＜検討領域＞ ＜強化領域＞

産業観光分野に関する主な意見

• 臼杵市の名物（料理、食材、歴史、人物）
などの市外・県外・全国・国外へ向けた宣
伝・発信が不足している。

• 臼杵駅周辺を活性化させてほしい。

• 臼杵市から出なくてもあらゆるものが買え
るように大型商業施設がこれからできると
よい。

• 若者向けの商業施設・スポーツ施設が充
実していない。

• 若い人が働ける企業が誘致されるとよいと
思う。

• 魅力ある企業や会社がない。
• 近年、企業誘致がないため、IT産業・アグ

リ産業・漁業産業等の積極的な取り組みを
してほしい。

• 児童・福祉を充実させながら、働き世代
（20～50代）が増えるような企業の誘致

や、地場産業の活性化に力を入れてほし
い。

• 道の駅をつくり、豊かな海産物、農産物、
加工食品のアピール、イベントを開催し活
気のあるまちにしてほしい。

• 新しい商品開発も大事ではあるが、今、進
んでいる商品などを後押しして（例：補助な
ど）ほしい。

など



16 平成30年度臼杵市よりよいまちづくりアンケート調査結果

「問1.市の取り組みについて」における学び分野の各施策の必要度と満足度を集計した結果、全12施策のうち1施策が、

必要度が高く満足度が低い“強化領域”となっています。

3.各施策の必要度と満足度（学び分野）

①就学前教育の充実

②基礎学力の

定着と向上及び

環境の整備

③幼（保）小中高

連携の推進

④学校と地域、家庭の

連携の推進

⑤スポーツ環境

の充実

⑥スポーツで健康づくり・体づくり

⑦生涯を通じた学びの推進

⑧読書のまちづくりの推進

⑨市民の文化・芸術活動

の活性化及び伝承

⑩歴史・文化遺産の保存、継承

⑪人権意識の高揚

⑫同和問題に対

する正しい理解

1.10

1.25

1.40

1.55

1.70

1.85

2.00

2.15

1.70 1.85 2.00 2.15 2.30 2.45 2.60 2.75

*1:縦軸は満足度、横軸は必要度です。
*2:縦軸との交点は2.29（必要度の平均値）、横軸との交点は1.56（満足度の平均値）です。

＜見直し領域＞ ＜維持領域＞

＜検討領域＞ ＜強化領域＞

学び分野に関する主な意見

• 学力アップはよいと思いますが、底上げ
アップが必要なのではないかと思う。

• 若い子育て世代にとって教育が一番であ
ると思う。

• 臼杵市の学力が低すぎるため、子どもの
未来を考えてほしい（進学、学力、就労な
ど）。

• 大分市のホルトホールみたいなスポーツ
（運動）ができる環境がほしい。

• 諏訪山には、テニスコートなどがあります
が、誰でも気軽にできるよう公園にバス
ケットリンクや様々なスポーツができる環
境があるとよいと思う。

• 臼杵公園のような土の道を歩けるウォー
キングコースを他にも作ってほしい。

• 市民プールがあるとよい。

• 動員しなければ人が集まらない人権に関
する講演会は不要であると思う。

• 人権、同和などさまざまな講演会に対して
小・中学校の保護者への強制的な参加要
請はやめてほしい。

など



17 平成30年度臼杵市よりよいまちづくりアンケート調査結果

「問1.市の取り組みについて」における社会基盤分野の各施策の必要度と満足度を集計した結果、全10施策のうち2施策

が、必要度が高く満足度が低い“強化領域”となっています。

3.各施策の必要度と満足度（社会基盤分野）

①適正な道路整備及び

災害にも強い道路網

②公共交通の利便性の向上

③港湾の整備と活用

④まちづくりの計画的推進

⑤公園整備の促進と

適正な維持管理

⑥快適な住環境

の確保

⑦安全な水の管理・提供

⑧生活排水処理

対策・浸水対策

の推進

⑨情報基盤の整備

⑩広聴・広報機能の充実

1.10

1.25

1.40

1.55

1.70

1.85

2.00

2.15

1.70 1.85 2.00 2.15 2.30 2.45 2.60 2.75

*1:縦軸は満足度、横軸は必要度です。
*2:縦軸との交点は2.29（必要度の平均値）、横軸との交点は1.56（満足度の平均値）です。

＜見直し領域＞ ＜維持領域＞

＜検討領域＞ ＜強化領域＞

社会基盤分野に関する主な意見

• 過疎化・高齢化の進展に伴い、生活環境
が徐々に荒廃化してきていると思う。特に
周辺部では今まで地域住民の協働作業で
対応していた道路や河川の管理が出来な
くなると思う。

• 道路の両サイドや山から伸びた木々で道
路標識が見えないので手入れしてほしい。

• 道幅が非常に狭い道路があるため改善し
てほしい。

• コミュニティバスは隅々まで来てくれないた
め、高齢者にとって交通の便が悪い。

• 免許返納などで車に乗ることができない高
齢者の移動手段が少ない。

• 文化面をもっと取り上げ、芸術家が住みた
くなるまちにしてほしい（例：廃校や空き家
を利用した、芸術プロジェクトなど）。

• だれも（特に高齢者）が安全に利用できる
公園がほしい。

• 空き家を有効活用してほしい。
• インターネットの環境を整備してほしい。
• 市独自のプラットホームを作りWi-Fiを使用

できるようにしてほしい。

• 行事やイベントに関する情報発信をしてほ
しい。

など



18 平成30年度臼杵市よりよいまちづくりアンケート調査結果

「問1.市の取り組みについて」における生活環境分野の各施策の必要度と満足度を集計した結果、全8施策のうち1施策

が、必要度が高く満足度が低い“強化領域”となっています。

3.各施策の必要度と満足度（生活環境分野）

①ゴミの適正処理・減量化の推進

②CO2削減に向けた

まちづくりの推進

③多様で健全な

森林への誘導

④救急体制・

消防力の充実⑤防犯・見守り

体制の充実

⑥交通安全対策の推進

⑦虐待（DV・子ども・高齢者・

障がい者）予防・対策

⑧安心安全な消費

生活の充実

1.10

1.25

1.40

1.55

1.70

1.85

2.00

2.15

1.70 1.85 2.00 2.15 2.30 2.45 2.60 2.75

*1:縦軸は満足度、横軸は必要度です。
*2:縦軸との交点は2.29（必要度の平均値）、横軸との交点は1.56（満足度の平均値）です。

＜見直し領域＞ ＜維持領域＞

＜検討領域＞ ＜強化領域＞

生活環境分野に関する主な意見

• 家庭ごみを燃やしている人がいるため注
意してほしい。

• 黄色のゴミ袋がカラスに食べられて、ゴミ
が散乱しているところをよく見るが、対応策
を検討してほしい。

• これからの電力は自然エネルギーでまか
なえるような市になってほしい。小さな市か
ら全国に発信し地球温暖化の防止に少し
でも貢献できるようになれればと思う。

• 一人暮らしの高齢者の見守りを強化して
ほしい。民生委員等の巡回で心配事や困
りごとの相談が気軽にできるようにしてほ
しい。

• 高齢者の運転や駐車のマナーが悪い。

• 子どもの通学等多く、運転が荒い車両が
通ると不安である。

• 放置自転車が多い。

など


